
、                                          

  

  
 

 

 

いよいよ明日から１年間の締めくくりの月、３月を迎えます。３月の声を聞くと、不

思議と頬を撫でる冷たい風にも春の気配を感じます。そんな春は「光の春」「音の春」「気

温の春」の順で一歩一歩進んでくるそうです。確かに日が暮れる時刻が日に日に遅くな

ってきたことを実感しますし、昼の日差しも強まってきた気がします。動物や植物の中

には、気温の上昇よりも光に反応して、冬眠から目覚めるものがたくさんあります。人

間が寒さに震えていても、芽吹きや、花を咲かせて、春の到来を知らせてくれます。こ

のようなことから「光の春」と呼ばれるそうです。 

次に訪れるのが「音の春」です。雪の多い地方では、雪解けの音とともに春がやって

きます。川の音、鳥の鳴き声、家から出て語り合う人の声など、いずれも春の到来を告

げる「音の春」と言えます。 

そして春分を過ぎたころからは「暑さ寒さも彼岸まで」のたとえ通り、気温も上昇し、

「気温の春」へと移り、いよいよ春本番を迎えます。また学校に春が訪れたと感じるの

は、やはり桜の開花です。新入生の入学に合わせたように咲く（近年やや早まっている

気がしますが）桜はまさに春爛漫という言葉にぴったりです。まだ桜の木は枯れ木のよ

うで、一見何の変化もないように見えますが、よく見ると枝先にはたくさんの木の芽が

ついています。変わらないように見える樹木も、しっかり張った根から水分や養分を吸

い上げ、幹から枝々に送り、花を咲かせたり、葉を芽吹かせたりする準備を怠りなく進

めています。 

 

さて、６年生は３月１７日に卒業の日を迎えます。みんなで協力しながら全校の先頭

となり、一つ一つの行事を頑張ってきました。その取り組みの中で、それぞれに自信と

誇りを身につけてきたと思います。小学校生活６年間で学んだこと、教えられたこと、

気付いたこと、それらがすべてこれからの生き方につながっていきます。「卒業」は新

たなスタートでもあります。卒業していく皆さんが、自分の夢に向かって一歩一歩努力

を重ね、果敢に壁を乗り越え、夢を実現していくことを心から願っています。 

保護者の皆様方には、これまでの小学校に対するご協力に感謝申し上げます。子ども

たちは、立派に成長して小学校を巣立っていきます。これからの心と体の成長は目を見

張るものがあります。これまで以上に親と子の絆を大切に、日々新たな心で、子どもの

成長を見守っていただきたいと思います。 

また残された在校生にとっても、3月はまとめの月であり、２４日は１年を締めくく

る大切な修了式です。残された１日１日を大切に過ごし、またこの１年を振り返り、自

分の成長に自信を持つとともに、次の学年に向けて自分の目標をしっかり持ってほしい

と思っています。この 3月は次のステップへの大事な準備の時です。 
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